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１２
月
７
日
、
町
は
平
成
２１
年
度
の
除
雪

作
業
員
打
合
会
を
行
い
、
本
格
的
な
除
雪

体
制
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
除
雪
作
業

は
、
町
が
直
接
雇
用
し
た
５３
人
（
貝
沢
地

区
の
み
委
託
作
業
）
で
８
か
所
（
貝
沢
、

長
瀬
野
、
太
田
、
新
町
、
湯
田
、
川
尻
、

耳
取
、
中
村
）
に
設
け
た
除
雪
基
地
か
ら

迅
速
に
作
業
を
行
い
ま
す
。

作
業
は
、
除
雪
ド
ー
ザ
ー
１９
台
、
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
１２
台
、
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
９

台
で
、
町
道
３
３
７
路
線
３
２
６
キ
ロ
の

う
ち
、
２
５
４
路
線
１
９
０
キ
ロ
を
除
雪

す
る
ほ
か
、
一
部
の
農
道
や
林
道
、
公
共

施
設
駐
車
場
の
除
雪
を
し
ま
す
。

町
道
除
雪
は
、
毎
日
同
じ
時
間
帯
に
同

じ
ル
ー
ト
で
除
雪
し
ま
す
。
た
だ
し
、
降

雪
の
状
況
で
時
間
が
前
後
す
る
場
合
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

「
駐
車
場
を
先
に
除
雪
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て

道
路
の
除
雪
を
優
先
し
ま
す
。
ま
た
、
駐

車
場
の
除
雪
は
早
朝
の
み
行
い
ま
す
の
で

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
道
１
０
７
号
と
主
要
地
方
道
盛
岡
横

手
線
、
一
般
県
道
湯
川
温
泉
線
、
ほ
っ
と

ゆ
だ
停
車
場
線
な
ど
の
国
道
・
県
道
は
、

北
上
総
合
支
局
土
木
部
湯
田
出
張
所
で
除

雪
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

町
道
は
建
設
課
　
建
設
土
木
グ
ル
ー
プ

82
│
３
２
８
８

国
県
道
は
北
上
総
合
支
局
土
木
部

湯
田
出
張
所

84
│
２
４
２
１

国
県
道
は
岩
手
県
で

雪下ろしの雪は早めに処理…
住宅密集地などでは、屋根から落ちた雪で道路がふ
さがれたりします。雪下ろしをした雪や、屋根から自
然落下した雪の処理は町では行いませんので、早めに
処理してください。

夜間駐車のルール徹底………
それぞれの駐車場には冬期間の使用ルールがありま
す。ルールに従って正しく駐車してください。

路上駐車はしない……………
町道の多くは道幅が狭く、路上駐車されると除雪作
業ができない場合がありますので、絶対にしないでく
ださい。

除雪車に近づかない…………
除雪作業中は、除雪車が前進、後進を繰り返します

ので、十分な距離をとってください。また、子どもが近
くで遊ばないように、保護者は特に注意してください。

先を急がない…………………
先を急ぐあまり、作業中や走行中の除雪車を追い越
したくなります。しかし、除雪作業後の道路は非常に
滑りやすく見通しも悪いので、無理な追い越しは危険
です。

雪は奥から……
湯田地内には、町で整備した雪捨て場がありますが、
使い方のマナーが悪くせっかくの機能も半減していま
す。雪捨て場を利用する場合は、雪をできるだけ奥か
ら捨ててください。

ごみは定時に出して…………
定められた収集日、時間以外にごみを出されると除
雪作業の妨げになります。ごみは、定められた日時に
出してください。

道路に雪を捨てない…………
除雪直後や夜間に、道路や歩道に雪を出す人がいま
すが、歩行者や車にとっては障害物になり、事故やけ
がにつながります。特に、重機などで雪を出す人がい
ますが絶対にしないでください。

流雪溝のフタは閉じる………
流雪溝のフタを開けたままだと、歩行者や車が落ち
る危険があるほか、除雪作業の障害となります。特に
通学路などでは、児童や生徒に危険がおよびます。作
業後は、必ずフタを閉じてください。

守りましょう　除雪の約束

町長から辞令を受ける作業員体制を確認

道
路
の
除
雪
を
優
先
し
ま
す
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冬
本
番
！�
除
雪
体
制
本
格
稼
動

除
雪
体
制
本
格
稼
動�
除
雪
体
制
本
格
稼
動

除
雪
体
制
本
格
稼
動�
除
雪
体
制
本
格
稼
動�

出
動
基
準
は
１０
セ
ン
チ



冬期間は積雪や雪囲いなどのため、一
部を除いて水道メーターの検針ができま
せん。12月分（11月中使用分）以降の料
金は、夏期間の使用水量から推定して上
下水道料金を決定し、請求します。５月
初めの雪解け後にメーター検針をしてか
ら精算します。
口座振替の人は、検針ができないため
これまでのような「お知らせ」がありま
せんので、通帳に記帳のうえ納付状況を
ご確認ください。
なお、事業所などで領収書が必要な場
合は、建設課までご連絡ください。

※雪解けが遅く５月になっても検針でき
ない場合は、精算月が延びますのでご了
承ください。

万が一凍結した場合は、自然に溶ける
のを待つか、凍った部分にタオルを巻き
ぬるま湯をゆっくりかけてください。急
に熱湯をかけると水道管や蛇口が破損す
るおそれがありますので、ご注意ください。
それでも処理できない場合は、町が指
定した給水工事事業者に依頼してくださ
い。この場合の費用は全て自己負担とな
ります。水道の凍結は、つね日ごろから
ご注意ください。

▼水道に関しての問い合わせ先
建設課公営事業グループ

82－3289

◯2009（Ｈ21年）12月号３

水道料は推定値で

完全に水抜きを

凍結した場合は

冬期間は水道管の凍結にも注意してく
ださい。水道には、不凍栓（水抜き栓）
がありますので、完全に水抜きをしてく
ださい。不凍栓を半開き（右にも左にも
回る）状態にすると、不凍栓から漏水し、
水道料金が高額になります。凍結防止の
ため、また水の節約のためにも、不凍栓
は完全に閉めてください。
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先
に
発
表
さ
れ
た
秋
の
叙
勲
で
、
耳
取

の
高
橋
芳
勝
さ
ん
が
、
長
年
に
わ
た
る
消

防
活
動
へ
の
従
事
・
功
績
が
認
め
ら
れ
瑞

宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
昭
和
３６
年
４
月
に
当
時
の

湯
田
村
消
防
団
に
入
団
。
以
後
、
湯
田
町

消
防
団
、
西
和
賀
町
消
防
団
を
経
て
平
成

１９
年
３
月
の
退
団
ま
で
、
地
域
住
民
の
安

全
確
保
と
防
災
意
識
を
高
め
る
啓
蒙
活
動

な
ど
を
率
先
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
５４
年
７
月
、
仙
人
国
有
林
で
庭
木

採
取
を
し
て
い
た
中
学
校
の
教
師
が
行
方

不
明
に
な
る
事
件
が
発
生
。
高
橋
さ
ん
は

班
長
（
当
時
）
と
し
て
団
員
を
指
揮
し
な

が
ら
入
山
し
、
捜
索
活
動
に
あ
た
り
ま
し

た
。
一
週
間
に
及
ぶ
捜
索
活
動
で
も
、
残

念
な
が
ら
不
明
者
の
発
見
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
懸
命
な
捜
索
活
動
に
不
明
者

の
家
族
や
地
元
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
、
高

橋
さ
ん
を
中
心
と
し
た
消
防
団
員
に
山
岳

遭
難
防
止
委
員
会
と
北
上
警
察
署
長
か
ら

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
５８
年
２
月
に
は
鷲
之
巣
地
区

で
住
宅
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
高
橋
さ

ん
は
地
元
消
防
団
の
部
長
と
し
て
い
ち
早

く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
近
く
の
池
や
沢
の

除
雪
を
し
て
消
防
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
す

ば
や
く
消
火
作
業
を
始
め
ま
し
た
。
冬
季

の
火
災
と
い
う
悪
条
件
の
中
、
高
橋
さ
ん

の
的
確
な
判
断
や
団
員
と
の
連
携
し
た
消

火
活
動
で
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

ま
し
た
。

高
橋
さ
ん
は
常
に
現
場
の
最
前
線
で
自

ら
行
動
し
、
ま
た
分
団
長
（
合
併
後
は
副

分
団
長
）
と
し
て
自
ら
の
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
団
員
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

今
回
の
受
章
に
あ
た
り
、
高
橋
さ
ん
は

「
不
明
者
の
捜
索
の
際
の
地
元
団
員
と
い

う
責
任
の
重
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
消

防
団
の
活
動
は
働
き
な
が
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
大
変
だ
が
、
自
分
た
ち
の
子
や
孫

の
世
代
の
た
め
に
も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
現
在
活
躍
し
て
い
る
団
員
へ
の

期
待
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
主
な
経
歴
】

湯
田
村
消
防
団
団
員

昭
和
36
年
４
月
〜

湯
田
町
消
防
団
班
長

昭
和
51
年
４
月
〜

湯
田
町
消
防
団
部
長

昭
和
57
年
４
月
〜

湯
田
町
消
防
団
副
分
団
長

昭
和
61
年
４
月
〜

湯
田
町
消
防
団
分
団
長

平
成
13
年
４
月
〜

西
和
賀
町
消
防
団
副
分
団
長

平
成
17
年
11
月
〜
平
成
１９
年
３
月

行
政
区
長

平
成
13
年
４
月
か
ら
現
在
に
至
る

役
場
職
員
を
経
て
湯
田
町
の
収
入
役
を

歴
任
し
た
下
前
の
佐
藤
嘉
美
さ
ん
は
、
１２

月
１
日
に
発
表
さ
れ
た
高
齢
者
叙
勲
で
瑞

宝
双
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲
は
、
春
と
秋
の
叙
勲
の
ほ

か
に
、
８８
歳
に
達
し
た
機
会
に
勲
章
を
授

与
す
る
制
度
で
す
が
、
平
成
１５
年
に
行
わ

れ
た
制
度
の
改
正
で
佐
藤
さ
ん
が
新
た
に

該
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
回
の
受
章
と

な
り
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
昭
和
２１
年
８
月
に
湯
田
村

役
場
（
当
時
）
に
入
庁
。
以
来
２７
年
間
に

わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
し
ま
し

た
。
昭
和
３９
年
に
厚
生
課
長
を
命
ぜ
ら
れ
、

そ
の
２
年
前
に
建
設
さ
れ
た
母
子
保
健
セ

ン
タ
ー
を
軸
と
し
助
産
師
、
保
健
師
と
と

も
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
保
健
体
制
を

生
か
し
、
こ
の
年
乳
児
死
亡
ゼ
ロ
を
達
成
。

ま
た
昭
和
４１
年
に
は
雪
上
車
を
配
置
し
、

地
域
医
療
の
確
保
や
保
健
師
の
活
動
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。
翌
４２
年
に
は
２
度
目
の

乳
児
死
亡
ゼ
ロ
を
達
成
、
以
来
昭
和
５９
年

ま
で
１２
回
の
乳
児
死
亡
ゼ
ロ
の
大
記
録
に

結
び
つ
く
足
が
か
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま

高橋　芳勝さん
（耳取・71歳）

た
昭
和
４４
年
に
は
総
務
課
長
に
就
任
。
町

の
基
幹
産
業
だ
っ
た
鉱
山
の
閉
山
が
相
次

ぐ
時
代
で
、
人
口
の
減
少
に
と
も
な
う
小

学
校
の
統
合
問
題
や
税
収
の
減
少
な
ど
困

難
な
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

昭
和
４９
年
４
月
か
ら
は
湯
田
町
収
入
役

と
し
て
、
町
財
政
の
確
立
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
当
時
は
各
地
区
公
民
館
や
新
庁
舎

建
設
な
ど
町
の
基
盤
づ
く
り
の
時
期
で
も

あ
り
、
昭
和
５６
年
に
は
町
指
定
金
融
機
関

の
決
定
に
献
身
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
現

在
の
町
財
政
確
立
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し

た
。

【
主
な
経
歴
】

兵
役昭

和
11
年
２
月
〜
昭
和
21
年
５
月

湯
田
村
職
員
（
書
記
）

昭
和
21
年
８
月
〜

湯
田
町
厚
生
課
長

昭
和
39
年
４
月
〜

湯
田
町
総
務
課
長

昭
和
44
年
６
月
〜
昭
和
49
年
３
月
　

湯
田
町
収
入
役

昭
和
49
年
４
月
〜
昭
和
57
年
３
月

保
護
司

昭
和
39
年
12
月
〜
平
成
４
年
11
月

（
昭
和
63
年
５
月
か
ら
平
成
２
年
５
月
　

ま
で
北
上
地
区
保
護
司
会
会
長
）

佐藤　嘉美さん
（下前・94歳）

※写真は平成元年・湯田町　
町勢自治功労表彰受賞時



先月号で町内の10大ニュースを募集したところ、
たくさんの方からご応募いただきました。ありがと
うございました。
集計の結果、今年の第一位は「新町長に細井洋行

さん」でした。
そのほか、町内の団体活躍や発足などに注目が集

まった一年でした。

■順位の決定方法
10大ニュースは、投票され
たニュースを点数化（1位
の項目には10点、2位には9
点･･･10位には1点）として
集計し、得点の高いほうか
ら順に決定しています。

■応募総数は53通でした。
（町内応募者42人、町外応
募者11人）
■全項目を順位ごとに当て
た人はいませんでした。
■ご応募いただいた人の中
から抽選で次の方に記念品
を差し上げます。
高橋　政信さん（野々宿）
高橋アヤ子さん（川　尻）
高橋百合子さん（川　尻）
千田　洋子さん（川　尻）
小田島　実さん（湯　田）
南川　ハルさん（新　町）
東　　睦子さん（新　町）
高橋　千尋さん（盛岡市）
長沢　保男さん（盛岡市）
高橋　正三さん（埼玉県）

広報にしわが

◯2009（Ｈ21年）12月号5

10月4日に行われた県境国取り合戦。
ユニークな競技が続き、最終戦の綱引
き大会で岩手県が勝利をおさめました。

6位
町内7箇所の会場で小学校適正配置に関
する公聴会を行いました。統合した場
合の学校名や課題が話し合われました。

5位

沢内病院に埼玉県出身の島田恵太医師
が着任し、沢内病院は常勤医師3人体制
で診療にあたっています。

4位

町の産業を活性化させるためのアク
ションプログラム推進組織として
「元気な西和賀ネットワークが設立し
ました。

9位

第二代西和賀町長に細井洋行
さん（湯本）が就任しました。

1位

深澤晟雄沢内村長を題材にした劇映画が完成。
現在も上映中で、多くの人に感動を与えました。

▲

（平成20年12月号～平成21年11月号）

3位

2位

新町長に細井洋行さん新町長に細井洋行さん�
　　　　　（　　　　　　（464点）点）�
新町長に細井洋行さん�
　　　　　（464点）�

映画映画「いのちの山河山河」完成完成�
（372372点）�

映画「いのちの山河」完成�
（372点）�

一般からの応募者12人を含む16人で
「西和賀町まちづくり基本条例をつくる
会」が発足。町民主体で条例案策定に
向け活動しています。

8位 元気元気な西和賀西和賀�
ネットワーク設立設立（9595点）�
元気な西和賀�
ネットワーク設立（95点）�

まちづくり基本条例基本条例を�
つくる会発足会発足（128128点）�
まちづくり基本条例を�
つくる会発足（128点）�

▲

沢内駐在所管内死亡事故沢内駐在所管内死亡事故ゼロ�
　　　　　　20002000日達成達成（244244点）�
沢内駐在所管内死亡事故ゼロ�
　　　2000日達成（244点）�

島田先生着任島田先生着任・�
沢内病院常勤医師沢内病院常勤医師3人に�
　　　　　　　　　　　　　　（227227点）�

島田先生着任・�
沢内病院常勤医師3人に�
　　　　　　　（227点）�

県境国取県境国取り合戦合戦で�
岩手県勝利岩手県勝利（146146点）�
県境国取り合戦で�
岩手県勝利（146点）�

7会場会場で小学校適正小学校適正�
配置公聴会配置公聴会（163163点）�
7会場で小学校適正�
配置公聴会（163点）�

町内7箇所の会場で小学校適正配置に関
する公聴会を行いました。統合した場
合の学校名や課題が話し合われました。

5位

一般からの応募者12人を含む16人で
「西和賀町まちづくり基本条例をつくる
会」が発足。町民主体で条例案策定に
向け活動しています。

8位 まちづくり基本条例基本条例を�
つくる会発足会発足（128128点）�
まちづくり基本条例を�
つくる会発足（128点）�

7会場会場で小学校適正小学校適正�
配置公聴会配置公聴会（163163点）�
7会場で小学校適正�
配置公聴会（163点）�

沢内駐在所管内で交通死亡事故ゼロ継続日数
が2月16日に2000日を達成。現在も継続中で、
12月13日に2300日を達成しています。

▲

7月15日に行われた西和賀花卉出荷
大会で、西和賀オリジナル品種の
「藍の風」が発表されました。

旧左草保育所の建物を改装し、農
林産物を乾燥・製粉する施設「にし
わが製粉加工場」がオープンしました。

にしわが製粉製粉�
加工場加工場オープン（8484点）�
にしわが製粉�
加工場オープン（84点）�

花卉出荷大会花卉出荷大会で�
西和賀西和賀オリジナル品種品種�
「藍の風」発表発表（139139点）�

花卉出荷大会で�
西和賀オリジナル品種�
「藍の風」発表（139点）�

7位

10位



町
で
は
全
域
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
を
利
用
し
た
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
可
能

に
な
る
よ
う
、
総
務
省
の
交
付
金
事
業

を
活
用
し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
整
備
す

る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、「
フ
レ
ッ
ツ
光
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、
メ
リ
ッ
ト
や
料
金

な
ど
、
気
に
な
る
点
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

の
情
報
を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
個
人
宅

な
ど
へ
直
接
引
き
込
み
、
超
高
速
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス(

※)

を
提
供

す
る
も
の
で
す
。

光
通
信
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
や
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

の
数
十
〜
数
百
倍
の
帯
域
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
道
路
に
例
え
る
と
、
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
が
一
般
道
の
１
車
線
で
あ
る
の

に
対
し
、
光
通
信
で
は
高
速
道
路
に
数

十
〜
数
百
車
線
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
す
。

車
の
速
さ
が
同
じ
な
ら
、
１
車
線
の

道
路
に
比
べ
、
１０
車
線
あ
る
道
路
は
当

然
、
最
大
１０
倍
の
車
が
通
過
で
き
、
交

通
渋
滞
も
発
生
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
大
量
の
デ
ー
タ
が
ス
ム
ー
ズ

電
話
番
号
や
電
話
機
は
変
わ
り
ま
せ

ん(

※
２)

。

※
１

ひ
か
り
電
話
を
利
用
す
る
に

は
、
フ
レ
ッ
ツ
光
の
契
約
が
必
要
で

す
。
別
途
契
約
料
、
工
事
費
、
月
額

利
用
料
が
か
か
り
ま
す
。

※
２
　
一
部
、
現
在
利
用
中
の
電
話

番
号
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

対
応
機
器
、
Ｇ
４
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
一
部

の
電
話
機
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

速
度
が
距
離
に
よ
っ
て
変
わ
ら
な
い

フ
レ
ッ
ツ
・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
場
合
は
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
交
換
局
か
ら
の
距

離
が
離
れ
る
に
つ
れ
「
伝
送
損
失
」

と
い
う
抵
抗
が
増
え
、
速
度
が
低
下

し
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
交
換
局

か
ら
の
距
離
が
、
お
お
む
ね
４
km
以

上
の
場
合
、
期
待
す
る
速
度
が
出
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
光
通
信
の
場
合
は
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
す
る

た
め
「
伝
送
損
失
」
が
と
て
も
小
さ

く
、
フ
レ
ッ
ツ
･
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
よ
う

に
距
離
に
よ
っ
て
速
度
が
出
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
フ
レ
ッ
ツ
･
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
実
使

用
速
度
が
期
待
で
き
な
い
と
こ
ろ
で

も
、
安
定
し
た
通
信
環
境
が
得
ら
れ

ま
す
。

2009（Ｈ21年）12月号◯６

に
通
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
ス
ピ
ー

ド
も
速
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
に

は
、
別
途
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
の
契
約
が

必
要
で
す
。
別
途
、
月
額
利
用
料
な

ど
が
か
か
り
ま
す
。

の
表
示
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映

像
や
画
像
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
ペ

ー
ジ
も
待
た
ず
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
よ
り
「
上
り
」
の
速
度

が
速
い
の
で
、
自
宅
か
ら
動
画
な
ど

の
大
容
量
デ
ー
タ
の
発
信
が
よ
り
快

適
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
業
務
で
使

用
す
る
場
合
は
拠
点
間
の
通
信
が
円

滑
に
行
え
ま
す
。

※
最
大
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
と
は
、
自

宅
内
に
設
置
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

回
線
終
端
装
置
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

の
設
備
ま
で
の
間
に
お
け
る
技
術
規

格
上
の
最
大
値
で
、
自
宅
内
で
の
実

使
用
速
度
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
と
き
の
回
線
速
度
は
、
利
用
環
境

や
回
線
の
混
雑
状
況
に
よ
り
低
下
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
定
額
で
何
時
間
も
使
い
放
題

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
一
日
に
何
時

間
楽
し
ん
で
も
、
月
額
料
金
は
定
額

で
す
。
時
間
を
気
に
せ
ず
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

※
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
設
備
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
な
ど
の
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
を

一
時
中
断
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
通
話
料
が
お
得
な
ひ
か
り
電
話(

※

１)

が
利
用
可
能

ひ
か
り
電
話
と
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
利
用
者
が
加
入
で
き
る
Ｉ
Ｐ
電
話

の
こ
と
で
す
。
加
入
電
話
の
通
話
に

比
べ
お
得
な
通
話
料
で
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
現
在
使
っ
て
い
る

「
フ
レ
ッ
ツ
光
を
利
用
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
」
と
は

ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
？

メ
リ
ッ
ト

■
速
度
が
速
い

光
通
信
は
「
上
り
」（
自
宅
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
向
か
う
通
信
）
と

「
下
り
」（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
自

宅
に
来
る
通
信
）
の
速
度
が
最
大
１

０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ(

※)

な
の
で
、
デ
ー
タ

の
大
き
い
映
画
な
ど
の
映
像
デ
ー
タ

■
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課

８２
―
３
２
８
１

光通信（高速道）とISDN（一般道）のイメージ



◯2009（Ｈ21年）12月号７

■
中
継
局
開
局
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

町
内
に
あ
る
４
つ
の
中
継
局
の
う
ち

湯
田
中
継
局
で
は
、
１０
月
か
ら
試
験
電

波
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
波
を
受
信

で
き
る
地
域
で
は
す
で
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
残
る
３
つ
の
中
継
局
は
来
年
の

秋
ご
ろ
に
開
局
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
受
信
組
合
に
加
入
し

て
い
る
場
合
は
、
ど
の
中
継
局
か
ら
受

信
す
る
か
に
よ
っ
て
改
修
の
時
期
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
各
組
合
長
さ
ん
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
必
要
性
や
魅
力
、
受
信
方
法
か
ら
、

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
種
類
、
悪
徳
商
法
へ
の

注
意
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

と
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
を

設
置
し
、
画
質
の
違
い
も
比
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

デ
ジ
サ
ポ
岩
手
で
は
、
説
明
会
に
来

ら
れ
な
い
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

世
帯
の
方
を
対
象
に
、
戸
別
訪
問
に
よ

る
説
明
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
総
務
省

か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
お
手
紙
が

郵
送
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
電

話
に
よ
る
申
込
み
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
戸
別
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
人
は
左

記
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

総
務
省
　
岩
手
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援

セ
ン
タ
ー０

１
９
―
６
０
４
―
２
６
３
７

■
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
説
明
会

岩
手
県
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ

ー
（
通
称
『
デ
ジ
サ
ポ
岩
手
』）
主
催

の
住
民
説
明
会
が
、
１２
月
１
日
（
湯
本

地
区
公
民
館
会
場
）
と
２
日
（
太
田
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

説
明
会
で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
情
報
室

■
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課

８２
―
３
２
８
１ デジサポ岩手の説明会のようす



「ふるさとＣＭ大賞」
特別賞を受賞

北
上
警
察
署
沢
内
駐
在

所
管
内
で
は
、
平
成
１５
年

８
月
２６
日
未
明
の
貝
沢
地

内
で
の
車
両
単
独
事
故
以

来
、
交
通
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
お
ら
ず
、
１２
月
１３

日
に
死
亡
事
故
ゼ
ロ
継
続

日
数
２
３
０
０
日
を
達
成

し
ま
し
た
。

記
録
の
達
成
を
受
け
、

北
上
地
方
交
通
安
全
協
会

沢
内
支
会
（
加
藤
保
典
会

長
）
で
は
同
日
、
沢
内
バ

ー
デ
ン
を
会
場
に
記
念
行

事
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
行
事
は
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
数

の
更
な
る
継
続
を
願
い
「
継
続
願
望
講

演
会
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
交
通
安
全
協

会
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
２
０
０
人
が
参

加
。
交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷

2009（Ｈ21年）12月号◯８

に
続
き
、
加
藤
会
長
は
「
２
３
０
０
日

を
達
成
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
６
年
と

１
１
０
日
死
亡
事
故
が
な
い
計
算
に
な

る
。
沢
内
支
会
で
は
こ
れ
か
ら
も
こ
の

記
録
を
更
新
し
、
事
故
の
な
い
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
た

い
。
今
後
と
も
指
導
と
協
力
を
お
願
い

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
北
上
警
察
署
の
及
川
功
交
通

課
長
が
管
内
の
交
通
事
故
の
状
況
や
県

内
市
町
村
の
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
数
な
ど

を
紹
介
し
ま
し
た
。

講
演
会
の
講
師
は
、
秋
田
県
横
手
市

在
住
の
血
液
型
漫
談
師
、
辻
田
与
五
郎

さ
ん
。
辻
田
さ
ん
は
得
意
の
漫
談
で
参

加
者
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
な
が
ら

「
健
康
の
秘
け
つ
は
ニ
ン
ニ
ク
を
毎
日

食
べ
る
こ
と
」
と
講
演
。
後
半
に
は
血

液
型
ご
と
の
人
の
特
徴
や
人
間
関
係
な

ど
も
取
り
上
げ
、
終
始
明
る
い
雰
囲
気

の
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

岩
手
県
内
で
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
、

下
の
表
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
そ
っ
て
、
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
に
事
前
に
予
約
を

し
て
か
ら
接
種
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
や
供
給
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

の
量
な
ど
に
よ
り
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
に
接
種
が
進
ん
で
い
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
医
療
機

関
に
ご
確
認
の
上
、
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

あいさつをする加藤会長

会場を笑いの渦に巻き込んだ辻田さん

交通死亡事故ゼロ継続2300日
沢内駐在所管内で

１２
月
６
日
、
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
が
行

う
「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
in
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｔ

Ｅ
２
０
０
９
」
の
審
査
会
が
盛
岡
市
の

ア
イ
ー
ナ
（
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ

ン
タ
ー
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
町
が
湯
本
青
年
会

「
鼓
谺
塾
」（

）
に
制
作

を
委
託
し
た
作
品
「
命
を
つ
な
い
で
」

が
特
別
賞
の
「
テ
ー
マ
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
「
生
命
尊
重
が
行
政
の

基
本
」
と
と
な
え
た
深
澤
晟
雄
村
長
の

精
神
を
題
材
に
、
赤
い
風
船
を
「
い
の

ち
」
に
見
立
て
て
、
各
年
代
の
人
が
次

の
年
代
に
受
け
継
ぐ
こ
と
を
表
現
し
た

作
品
で
す
。

特
別
賞
を
受
賞
し
た
西
和
賀
町
の
Ｃ

Ｍ
「
命
を
つ
な
い
で
」
は
、
来
年
１
月

以
降
、
年
間
７０
回
放
送
さ
れ
ま
す
。

「命をつないで」のひとコマ

■
問
い
合
わ
せ
先
／
保
健
福
祉
課
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―
３
４
１
１

■
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課

８２
―
３
２
８
１

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン�

　
　
　
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
定�

や
す
す
け

こ
だ
ま
じ
ゅ
く

山
�
浩
行
代
表�
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◯2009（Ｈ21年）12月号９

4

■
第
７
回
　

日
時：

１１
月
２０
日
午
後
６
時
３０
分
か
ら

会
場：

役
場
湯
田
庁
舎

前
回
に
引
き
続
き
、
２
班
に
分
か
れ

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
「
保
健
、

医
療
、
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
町
の
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。「
福
祉
、

医
療
施
設
は
比
較
的
充
実
し
て
い
る
」

「
生
命
尊
重
の
理
念
や
結
の
精
神
と
い

っ
た
意
識
が
根
っ
こ
の
部
分
に
あ
る
」

と
い
っ
た
プ
ラ
ス
面
、
沢
内
病
院
の

「
老
朽
化
」
や
「
経
営
へ
の
不
安
」「
沢

内
病
院
と
民
間
医
療
機
関
の
連
携
不

足
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

旧
町
村
と
も
に
保
健
活
動
に
取
組
ん
で

き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
に
対
し
、
住
民

意
識
が
「
高
い
」「
不
足
し
て
い
る
」

両
方
の
意
見
が
出
さ
れ
、
保
健
活
動
を

核
に
し
た
町
全
体
で
の
取
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
提
案
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

■
第
８
回
　

日
時：

１２
月
８
日
午
後
６
時
３０
分
か
ら

会
場：

役
場
沢
内
庁
舎

「
教
育
文
化
、
子
育
て
」
を
テ
ー
マ

に
２
班
に
分
か
れ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
し
た
。
少
子
化
に
と
も
な

■
問
い
合
わ
せ
先
／
政
策
推
進
室
　
　
８２
―
３
２
８
４

西
和
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w

w
w
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w
n
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h
iw
a
g
a
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.jp
/

う
マ
イ
ナ
ス
面
は
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、「
自
然
豊
か
な
環
境
で

子
育
て
が
で
き
る
」「
学
校
と
地
域
、

親
と
の
関
係
が
良
い
」
な
ど
の
環
境
の

良
さ
や
、
伝
統
芸
能
や
文
化
活
動
に
着

目
し
た
文
化
面
、「
保
育
料
が
低
額
で

あ
る
・
第
三
子
が
無
料
で
あ
る
」
と
い

っ
た
保
育
体
制
な
ど
に
は
、
プ
ラ
ス
面

の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
住
民
参
加
な
ど
を
テ
ー
マ
に

話
し
あ
う
予
定
で
す
。
つ
く
る
会
の
会

議
は
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
合

せ
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

班ごとの話し合い結果を
全体で発表しているようす

町
で
は
、
１１
月
１６
日
に
湯
田
庁
舎
で

行
っ
た
庁
議
で
、
町
の
花
・
鳥
・
木
を

そ
れ
ぞ
れ
カ
タ
ク
リ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
ブ

ナ
に
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、

町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
緑
と

雪
・
ほ
っ
と
で
健
康
の
ま
ち
　
西
和

賀
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

町
の
花
・
鳥
・
木
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
、
湯
田
町
と
沢
内
村
の
合
併
に

向
け
た
協
議
の
中
で
、
合
併
後
の
自
治

体
で
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
３
月
に
は
西
和
賀
町
花
鳥
木
等
制

定
委
員
会
（
早
川
久
衛
委
員
長
）
を
設

置
し
て
検
討
を
重
ね
、
６
月
に
は
花
、

鳥
、
木
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
公
募

を
行
い
ま
し
た
。
公
募
の
結
果
、
花
３

６
７
件
、
鳥
３
７
０
件
、
木
３
７
０
件
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
３
５
５
件
の
案
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

制
定
委
員
会
で
は
こ
れ
ら
の
案
を
も

と
に
検
討
し
、
制
定
案
と
し
て
町
長
に

提
出
。
町
で
は
こ
れ
を
受
け
て
町
の
花
、

鳥
、
木
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
制
定

し
ま
し
た
。

今
回
制
定
し
た
花
、
鳥
、
木
、
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
西
和
賀
町
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
町
内
外
に
広
く
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

町の鳥・ヤマドリ町の花・カタクリ 町の木・ブナ

■
問
い
合
わ
せ
先
／
総
務
課
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―
３
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８
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元気な西和賀ネットワーク総会開かれる
～中間評価で目標達成に手ごたえ～

事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ
た
事
業
の
進

ち
ょ
く
状
況
で
は
、
ま
ず
、
２１
年
度
の

目
標
と
し
て
い
た
「
町
内
へ
の
集
客
・

宿
泊
数
の
５
万
人
増
」
に
つ
い
て
は
、

１０
月
末
現
在
で
２
万
４
千
人
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
ず
っ
と
減

り
続
け
て
き
た
入
り
込
み
客
数
が
増
加

に
転
じ
た
こ
と
は
、
高
速
道
路
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
効
果
な
ど
の
影
響
に
加
え
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
西
和
賀
産
業
公
社
が
管
理

す
る
施
設
の
売
上
２０
％
増
」に
つ
い
て

は
、１０
月
末
現
在
で
１６
・
２
％
増
と
、こ

ち
ら
も
入
り
込
み
客
数
の
増
加
に
と
も

な
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
目
立
っ

て
増
え
て
い
る
施
設
は
、
オ
ア
シ
ス
館

と
道
の
駅
で
、
入
浴
施
設
で
は
砂
ゆ
っ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み
の
う

ち
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
活
用

す
る
事
業
と
し
て
、
上
半
期
に
は
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
ま
し
た
。

①
「
西
わ
ら
び
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

「
西
わ
ら
び
」
の
商
標
デ
ザ
イ
ン
登

録
を
申
請
し
、
来
年
１
月
に
登
録
証
が

交
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

②
西
和
賀
商
品
の
企
画
開
発

町
内
の
菓
子
店
に
対
し
て
専
門
家
を

派
遣
し
、
新
商
品
の
開
発
を
応
援
し
ま

し
た
。

③
温
泉
地
の
魅
力
づ
く
り

湯
本
地
区
で
地
区
住
民
を
集
め
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
新
た
な
事
業

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

巣
郷
地
区
で
は
、
い
わ
て
・
あ
き
た

県
境
国
取
り
合
戦
の
取
り
組
み
支
援
、

そ
ば
打
ち
体
験
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し

た
。 西

和
賀
の
「
魅
力
」
を
つ
く
り

磨
き
上
げ
る
事
業
の
取
り
組
み

■
問
い
合
わ
せ
先
／
政
策
推
進
室
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12月3日に行われた総会のようす

こ
の
利
用
者
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に

対
す
る
評
価
の
声
が
出
る
一
方
で
、
関

係
団
体
や
関
係
者
が
よ
り
一
層
連
携
す

る
こ
と
や
、
事
業
内
容
の
磨
き
上
げ
の

必
要
性
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。総

会
で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
は
下
半
期
の
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
来
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

上
半
期
の
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
主
な
取
り
組
み
は
、
次
の
よ
う
な
内

容
で
す
。

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
り
、
観
光
情
報
を
中
心
に
情
報
提
供

を
行
い
ま
し
た
。

②
情
報
紙
「
元
気
な
西
和
賀
ど
っ
と
こ

む
」
発
行

観
光
、
イ
ベ
ン
ト
、
食
な
ど
季
節
の

情
報
を
提
供
す
る
情
報
紙
を
発
行
し
、

県
内
に
配
布
し
ま
し
た
。

③
集
客
機
能
の
強
化

春
の
「
ま
る
ご
と
山
菜
市
場
」、
秋

の
「
も
っ
こ
り
山
の
感
謝
祭
」
と
、
最

も
客
の
集
ま
る
時
期
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
秋
の
ビ
ア
フ
ェ
ス
タ
な

ど
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
ま
し

た
。

④
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
養
成

新
し
い
体
験
観
光
に
取
り
組
む
た
め

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
を
行

い
ま
し
た
。

⑤
町
外
へ
の
情
報
発
信

い
わ
て
生
協
店
鋪
で
の
「
に
し
わ
が

山
の
市
場
」
や
各
種
ツ
ア
ー
、
テ
レ

ビ
・
雑
誌
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
町
外

へ
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

西
和
賀
の「
魅
力
」を
売
り
込
み

顧
客
を
つ
か
む
事
業
の
取
り
組
み

21年度の2回目となる「元気な西和賀ネットワーク」総会が、12月3日、西和賀町文化創造館「銀河ホ
ール」で行われ、ネットワーク構成団体の代表者など関係者25人が出席しました。
総会では、21年度事業の中間報告が行われ、目標としてきた「集客・宿泊者数5万人増」と「西和賀産
業公社管理施設の売上20％増」（いずれも20年度比）に対して、一定の成果があったことが報告されました。



今
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
で
は
、

１１
月
号
で
募
集
し
今
月
号
で
発
表
し
た

「
広
報
に
し
わ
が
１０
大
ニ
ュ
ー
ス
」
の
応

募
は
が
き
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
紹
介

し
ま
す
。

○
毎
月
届
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
内
容

で
お
願
い
し
ま
す
。

○
大
変
よ
く
で
き
て
い
る
広
報
紙
だ
と
思

っ
て
い
る
。

○
「
趣
味
で
人
生
豊
か
に
」
毎
月
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

○
高
齢
者
の
紹
介
記
事
が
多
く
、
若
い
人

に
は
い
ま
ひ
と
つ
関
心
が
わ
き
ま
せ
ん
。

も
う
少
し
若
者
向
け
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す
い
広
報
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

○
時
々
誤
字
・
脱
字
が
見
ら
れ
ま
す
。

○
わ
か
ら
な
い
人
も
い
る
と
思
う
が
、
橋

物
語
に
工
法
も
入
れ
た
ら
と
思
う
。

○
毎
月
、
西
和
賀
町
の
ニ
ュ
ー
ス
を
あ
り

みなさんのご意見、ご質問、�
文芸作品を募集しています�

総務課� 82-3281

◯2009（Ｈ21年）3月号９氏名の記載を
・希望する　・希望しない

◯2009（Ｈ21年）12月号１１

が
と
う

○
農
業
委
員
の
紹
介
は
写
真
は
い
ら
な

い
。
半
ペ
ー
ジ
に
節
約
の
こ
と
。
１０
大
ニ

ュ
ー
ス
も
半
ペ
ー
ジ
に
す
る
。
町
長
の
あ

い
さ
つ
は
大
々
的
す
ぎ
る
。
こ
れ
だ
け
は

や
る
と
い
う
骨
子
を
書
く
。
全
体
的
に
紙

面
が
も
っ
た
い
な
い
。
声
欄
の
拡
充
を
。

○
毎
月
良
く
目
を
通
し
て
お
り
ま
す
。
町

内
の
事
柄
を
知
り
た
い
と
思
う
し
、
教
え

て
く
だ
さ
い
。

○
来
年
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
、
古
里
の
よ
う

す
を
い
つ
も
待
ち
遠
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
最
近
、
広
報
に
ふ
る
さ
と
会
員
の
情
報

な
ど
記
述
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
会
員
の
動

向
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
文
芸
欄
に
詩
や
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な

ど
を
記
載
し
て
ほ
し
い
。

○
編
集
内
容
は
良
し
と
す
る
が
文
章
表
現

に
工
夫
が
必
要
。
平
易
な
言
葉
に
し
、
難

し
い
表
現
と
行
政
用
語
を
多
用
し
な
い
ほ

う
が
よ
い
。
も
っ
と
親
し
み
の
あ
る
表
現

が
で
き
な
い
も
の
か
。

○
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
企
画
を
ど
ん
ど
ん
し
て

ほ
し
い
。

○
町
内
の
で
き
ご
と
を
抽
出
し
町
民
の
関

心
を
高
め
る
よ
う
に
編
集
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
表
紙
の
写
真
は
最

高
！
老
若
男
女
の
リ
ア
ル
な
笑
顔
に
ほ
の

ぼ
の
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

○
一
人
一
枚
の
応
募
で
あ
れ
ば
、
人
数
分

（
家
族
）
の
は
が
き
が
ほ
し
か
っ
た
。（
１０

大
ニ
ュ
ー
ス
）

○
い
つ
も
、
ど
ん
な
記
事
が
書
か
れ
て
い

る
か
、
毎
回
広
報
が
来
る
の
が
待
ち
遠
し

い
で
す
。
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

さ
ま
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
参
考
に
、
今
後
と
も
読
み
や
す
い
広

報
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
に
し
わ
が
編
集
委
員
会
）

１．氏名と住所は、必ずご記入ください。氏名、
住所の記載が無い場合は取り扱いません。
２．お寄せいただいた文章は「西和賀町広報発行
規定」により公平に取り扱います。
３．文章は、広報編集員会にて広報発行の表記方
法にしたがって編集することがあります。
４．氏名、住所、年齢などは原則として広報に掲
載しますが、公表したくない場合は「希望しな
い」を○で囲んでください。
※お寄せいただいたお便りは、すべては掲載でき
ませんので予めご了承ください。

問合先／総務課 82-3281

お便り随時募集中



【 】のことについて
タイトル

2009（Ｈ21年）12月号◯１２

１１
月
２５
日
に
沢
内
庁
舎
で
行
わ
れ
た

西
和
賀
町
教
育
委
員
会
議
で
、
小
田
島

文
生
前
教
育
委
員
長
の
任
期
満
了
に
と

も
な
い
、
新
教
育
委
員
長
に
須
藤
繁
さ

ん
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
第
一
職
務
代
理
者
に
は
阿
部
栄

子
さ
ん
（
湯
本
）、
第
二
職
務
代
理
者

に
は
深
澤
武
志
さ
ん
（
太
田
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
町
と
職
務
代
理
者
の
任
期

は
、
今
年
１２
月
１
日
か
ら
来
年
１１
月
３０

日
ま
で
で
す
。

●
教
育
委
員
長

須
藤
　
　
繁
さ
ん

●
第
一
職
務
代
理
者

阿
部
　
栄
子
さ
ん

●
第
二
職
務
代
理
者

深
澤
　
武
志
さ
ん

税
務
会
計
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

町
県
民
税（
国
民
健
康
保
険
税
）の
申
告
に
向
け
ご
準
備
を

◆
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

平
成
２２
年
１
月
１
日
現
在
で
西
和
賀
町

に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
平
成
２１
年
中
に

次
の
収
入
が
あ
っ
た
人
で
す
。

（1）
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
人

（2）
地
代
、
家
賃
、
配
当
、
譲
渡
な
ど
の
所

得
が
あ
っ
た
人

（3）
給
与
所
得
の
ほ
か
に
（1）
や
（2）
の
所
得
が

あ
っ
た
人

（4）
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
平
成
２１
年
中

に
退
職
さ
れ
た
人

（5）
給
与
所
得
の
み
の
人
で
、
事
業
主
か
ら

町
役
場
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
な
か
っ
た
人

（6）
日
当
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収
入
が
あ

っ
た
人

（7）
所
得
が
な
か
っ
た
人
で
、
同
居
し
て
い

る
の
人
の
扶
養
控
除
の
対
象
に
な
っ
て

い
な
い
人

※
給
与
所
得
に
は
事
業
専
従
者
給
与
も
含

ま
れ
ま
す
。

○
個
人
の
町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
日
程

な
ど
は
、
広
報
１
月
号
に
も
詳
し
く
掲
載

し
ま
す
。

事
業
主
の
人
へ
の
情
報
で
す

◆
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス

「
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）」
受
付

町
で
は
、
平
成
２２
年
１
月
１８
日
か
ら
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
で
の
電
子
申
告
の
受
け
付
け

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
と
は
、
事
業
所
か
ら
の
給
与
支
払
報

告
書
や
特
別
徴
収
異
動
届
、
償
却
資
産
申

■
問
い
合
わ
せ
先
／
税
務
会
計
課

収
納
グ
ル
ー
プ
　
８２
―
３
２
８
３

課
税
窓
口
グ
ル
ー
プ

８２
―
３
２
８
２

告
書
な
ど
の
提
出
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
電
子
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で

す
。
た
だ
し
、
事
業
主
の
人
が
利
用
を
す

る
場
合
に
は
使
用
開
始
の
申
し
込
み
や
事

前
に
準
備
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

◆
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
メ
リ
ッ
ト

一
度
の
手
続
き
で
複
数
の
市
町
村
へ

こ
れ
ま
で
は
、
事
業
所
が
作
成
し
た
申

告
書
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
へ
持
参

し
た
り
郵
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、事
業
所

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
複
数
の
地
方
公
共

団
体
へ
の
申
告
を
一
度
に
送
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
申
告
デ
ー
タ
な
ど
は
、
提

出
先
ご
と
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

詳
し
く
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
公
式
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.eltax.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
税
務
会
計
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

新
教
育
委
員
長
に

須
藤
さ
ん
を
選
任須　藤　　繁さん

（上野々）
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１１
月
２３
日
、
湯
夢
プ
ラ
ザ
で
平
成
２１

年
度
西
和
賀
町
商
工
業
優
良
経
営
者
表

彰
並
び
に
優
良
従
業
員
表
彰
式
・
新
規

学
卒
者
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西

和
賀
商
工
会
（
佐
藤
一
久
会
長
）
が
、

町
内
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
て
き
た
従

業
員
や
経
営
者
を
表
彰
し
、
今
後
の
活

躍
を
期
待
す
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

佐
藤
会
長
は
「
今
後
ま
す
ま
す
職
務

に
精
励
さ
れ
、
地
域
産
業
発
展
に
尽
く

し
て
ほ
し
い
」
と
受
賞
者
を
激
励
し
ま

し
た
。

岩
手
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
や
西

和
賀
町
長
表
彰
、
商
工
会
長
表
彰
な
ど

あ
わ
せ
て
２２
人
を
表
彰
し
た
ほ
か
、
町

内
事
業
所
に
就
職
し
た
新
規
学
卒
就
職

者
７
人
に
も
、
今
後
の
活
躍
を
期
待
し

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
５８
年
、
太
田
の
沢
内
病
院
前
に

建
立
さ
れ
た
「
い
の
ち
の
灯
」
記
念
碑
。

老
人
医
療
費
無
料
診
療
発
祥
の
地
を
た

た
え
る
た
め
、
全
国
各
地
か
ら
の
寄
付

で
建
立
さ
れ
た
碑
は
、
両
手
で
小
さ
な

命
を
包
ん
で
守
っ
て
い
る
姿
を
表
し
、

正
面
に
は
「
永
遠
に
い
の
ち
の
灯
を
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
い
の
ち
の
灯
」
を
囲
む
集
い

が
１１
月
２２
日
に
行
わ
れ
、
記
念
碑
建
立

に
携
わ
っ
た
関
係
者
な
ど
町
内
外
か
ら

お
よ
そ
５０
人
が
「
い
の
ち
の
灯
」
前
に

集
ま
り
ま
し
た
。

集
い
を
主
催
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
輝

け
『
い
の
ち
』
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
高

橋
典
成
代
表
は
「
命
が
軽
ん
じ
ら
れ
て

い
る
こ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
記

念
碑
の
前
に
集
ま
り
、
想
い
を
語
り
、

全
国
に
発
信
し
て
い
く
役
割
が
あ
る
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

１１
月
２２
日
、
下
前
地
区
の
旧
左
草
小

学
校
下
前
分
校
体
育
館
で
、
恒
例
の
荷

縄
は
ず
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下
前
地

区
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、
今
年
の
農

作
業
の
慰
労
会
と
収
穫
感
謝
祭
を
兼
ね

て
荷
縄
は
ず
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
地
区
民
や
子
ど
も
た
ち
な
ど

お
よ
そ
５０
人
が
集
ま
り
、
今
年
話
題
と

な
っ
た
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
の
田
ん
ぼ

か
ら
収
穫
し
た
も
ち
米
を
使
っ
て
も
ち

を
つ
い
た
ほ
か
、
桜
島
大
根
と
聖
護
院

大
根
の
重
さ
や
形
な
ど
を
競
う
品
評
会

も
行
わ
れ
、
そ
の
上
位
入
賞
者
に
も
賞

品
と
し
て
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
米
」（
も

ち
米
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

荷
縄
は
ず
し
を
主
催
し
た
岩
井
川
芳

典
農
家
組
合
長
は
「
今
年
は
稲
刈
り
の

時
期
に
田
ん
ぼ
が
ぬ
か
る
ん
だ
り
し
て

苦
労
し
た
が
、
け
が
も
な
く
今
日
の
収

穫
祭
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
農
作
業
ご
く
ろ
う
さ
ま

下
前
地
区
で
荷
縄
は
ず
し

生命尊重の灯は消えず
いのちの灯の集い

長年努力してきた皆さんを表彰

優
良
経
営
者
と
従
業
員
表
彰

新
規
学
卒
者
激
励
も

「田んぼアート米」でもちをつきました

「いのちの灯」前で生命尊重の精神を新たに

１２
月
６
日
、
銀
河
ホ
ー
ル
で
第
４
回

西
和
賀
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
が
実
行

委
員
会
（
小
田
島
莞
子
会
長
・
湯
本
）

の
主
催
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
共

催
で
行
わ
れ
、
お
よ
そ
４
０
０
人
が
集

ま
り
、
銀
河
ホ
ー
ル
は
満
員
と
な
り
ま

し
た
。

シ
ョ
ー
に
は
湯
本
青
年
会
「
鼓
谺
塾
」

や
「
や
よ
い
会
」、「
川
尻
二
区
オ
ー
ル

一
座
」
な
ど
の
団
体
や
個
人
な
ど
全
１６

組
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
バ
ン

ド
演
奏
や
歌
、
踊
り
に
加
え
、
演
劇
や

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ま
で
披
露
。
バ
ラ
エ
テ

ィ
豊
か
な
内
容
で
、
参
加
者
は
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

当
日
は
入
場
協
力
金
（
大
人
３
０
０

円
、
子
ど
も
１
０
０
円
）
の
ほ
か
ご
芳

志
も
集
ま
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
の

必
要
経
費
な
ど
を
差
し
引
い
た
お
よ
そ

２０
万
円
が
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に

寄
付
さ
れ
ま
す
。

第４回チャリティショー
銀河ホールが満員に

商工会女性部の「阿波踊り」
（写真提供：西和賀社会福祉協議会）

よ
し

ぶ
み

え
み
こ
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１２
月
２２
日
、
志
賀
来
ス
キ
ー
場
と
湯

田
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

両
ス
キ
ー
場
で
は
３
月
ご
ろ
ま
で
ナ

イ
タ
ー
営
業
も
行
い
ま
す
。
一
日
券
、

ナ
イ
タ
ー
券
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ー
場

で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
シ
ー
ズ
ン
券

は
学
務
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

【
志
賀
来
ス
キ
ー
場
】

営
業
時
間
／
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時
３０
分

ナ
イ
タ
ー
／
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

※
ナ
イ
タ
ー
は
水
・
金
曜
日
の
み

【
湯
田
ス
キ
ー
場
】

営
業
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

ナ
イ
タ
ー
／
午
後
６
時
〜

午
後
８
時
３０
分

※
ナ
イ
タ
ー
は
火
・
木
曜
日
の
み

■
問
い
合
わ
せ
先
／
学
務
課

８５
―
２
３
３
７

■
両
ス
キ
ー
場
と
も
１２
月
３１
日
は
休
業

し
ま
す
。
ま
た
毎
週
月
曜
日
は
休
業
し

ま
す
が
、
学
校
の
冬
休
み
期
間
中
は
営

業
し
ま
す
。



■
バ
ン
ド
演
奏

Ｏ
Ｆ
Ｆ

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

リ
ー
ダ
ー

石
川
龍
也
さ
ん
（
湯
本
）

３６

2009（Ｈ21年）12月号◯１６

長年二人で酪農を続けてきた幸助さんと京子さん。
昭和32年8月に結婚、今年で52年目です。
幸助さん……二人で行った中国やハワイをはじめ、
海外旅行や京都旅行などが良い思い出ですね。気
ままなおやじだった私だけれども、妻はがまんし
て長年協力してくれました。ありがとう。
京子さん………酪農を長く続けてきましたが、や
はり旅行が思い出深いですね。いつも二人で仕事
をしてきました。夫には一緒にがんばっていくの
でこれからもよろしくと伝えたいです。

な
と
こ
ろ
』

練
習
時
は
、
み
ん
な
で
キ
ャ
ッ

キ
ャ
キ
ャ
ッ
キ
ャ
と
い
う
感
じ
で

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ラ
イ
ブ
で
ス
タ
ッ
フ
を
し
て
く
れ

る
皆
さ
ん
と
海
に
行
っ
た
り
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
と
交
流
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
誕

生
日
に
は
、
み
ん
な
で
祝
っ
た
り

し
て
い
ま
す
よ
。

―
こ
れ
ま
で
の
活
動
で
い
ち
ば
ん
印

象
深
か
っ
た
こ
と
は

『
み
ん
な
で
オ
ニ
ヤ
ン
マ
を
追
い

か
け
た
、
あ
の
夏
の
夕
暮
れ
…
』

バ
ン
ド
結
成
当
時
、
早
朝
か
ら

練
習
小
屋
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
こ

と
。
完
成
し
た
と
き
は
感
動
し
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
以
外
に
も
手
伝

っ
て
も
ら
い
完
成
し
ま
し
た
。

―
今
後
の
目
標
は

『
お
菓
子
い
っ
ぱ
い
・
ケ
ー
キ
の

練
習
小
屋
を
作
る
こ
と
』

音
楽
を
通
し
て
、
若
者
が
集
ま

り
、
元
気
の
あ
る
町
づ
く
り
に
貢

献
し
た
い
で
す
。

「
頂
相
」
と
は
禅
宗
の
高
僧
の

肖
像
画
の
こ
と
で
、
古
来
か
ら
こ

の
よ
う
な
絵
は
、
師
匠
か
ら
法
を

授
け
ら
れ
た
弟
子
だ
け
が
そ
の
証

と
し
て
師
匠
の
頂
相
を
描
く
こ
と

が
許
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
世
を
経
る
に
従
い
、
師
匠

の
「
自
賛
」の
表
現
と
し
て
後
世
に

頂相の図
＝太田・玉泉寺＝

クリスマスライブでの演奏

高
橋
　
幸
助
さ
ん（
　
歳
）

　
　
　
京
子
さ
ん（
　
歳
）�

�

7971

＝
大
渡
＝�

２４

―
結
成
は
い
つ
・
き
っ
か
け
は

『
結
成
は
…
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ

て
、
桃
色
の
花
び
ら
が
踊
り
だ

す
頃
』

結
成
は
去
年
の
春
で
す
。

『
き
っ
か
け
は
…
何
か
に
怯
え
な

が
ら
生
き
て
る
人
達
が
、
導
か

れ
る
か
の
様
に
居
酒
屋
で
出
会

っ
た
』

現
メ
ン
バ
ー
数
人
が
、
居
酒

屋
で
楽
器
や
バ
ン
ド
の
話
で
盛

り
上
が
り
、
友
人
な
ど
に
声
を

か
け
た
と
こ
ろ
７
人
の
大
所
帯

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
他

に
手
伝
い
と
し
て
３
人
い
ま
す

の
で
、
計
１０
人
…
野
球
チ
ー
ム

が
で
き
ま
す
ね
！

―
メ
ン
バ
ー
の
担
当
パ
ー
ト
は

ボ
ー
カ
ル
（
歌
）
が
高
橋
禄

和
（
湯
田
）
・
高
橋
仁
美
（
湯

田
）
・
佐
藤
大
（
川
尻
）、
ギ
タ

ー
が
藤
原
光
広
（
槻
沢
）
・
柏

崎
淳
（
湯
田
）、
ベ
ー
ス
が
私
、

ド
ラ
ム
が
高
橋
北
斗
（
間
木
野
）、

そ
し
て
手
伝
い
が
熊
澤
有
季
菜

オ

　

フ

リ

　

ミ

　

ッ

　

ツ

（
左
草
）
・
川
村
美
佳
（
上

野
々
）
・
小
田
島
裕
子
（
間
木

野
）
で
す
。

―
ど
ん
な
曲
を
演
奏
し
ま
す
か

『
聞
く
人
に
夢
や
希
望
を
与
え
、

不
思
議
な
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
に

誘
う
よ
う
な
曲
』

ミ
ク
ス
チ
ャ
ー
な
ハ
ー
ド
ロ

ッ
ク
、
マ
キ
シ
マ
ム
ザ
ホ
ル
モ

ン
の
コ
ピ
ー
演
奏
を
し
な
が
ら
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
に
も
挑
戦
中
。

町
に
縁
の
あ
る
曲
を
作
り
た
い

と
い
う
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
よ
。

―
演
奏
の
場
は

『
町
内
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
へ
、
タ

ン
ポ
ポ
の
綿
毛
に
つ
か
ま
り
飛

ん
で
行
き
ま
す
』

湖
水
ま
つ
り
・
雪
氷
ま
つ
り

や
他
バ
ン
ド
と
共
同
で
運
営
し

て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
イ
ブ
な

ど
。
他
に
、
メ
ン
バ
ー
や
他
バ
ン

ド
と
相
談
し
て
各
地
の
祭
事
に

参
加
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
楽
し
い
と
こ
ろ
は

『
メ
ン
バ
ー
全
員
『
粋
―
イ
キ
―
』

２４

（西和賀町指定有形文化財）

「
若
者
が
集
ま
り
、
元
気
の
あ
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」

よ
し

か
ず

ちん ぞう

残
し
た
も
の
も
多
く
、
太
田
の
玉

泉
寺
で
保
管
さ
れ
る
こ
の
絵
も
後

者
の
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

玉
泉
寺
第
１２
代
「
獅
山
大
哮
」
住

職
。
安
永
２
年
（
１
７
７
３
年
）

か
ら
２２
年
間
住
職
を
勤
め
ま
し
た
。
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【材料】（約15個分）

もち米粉400g 三温糖30g しょうゆ40cc

水240cc むきくるみ、ごま適量

【作り方】

①なべに三温糖、しょうゆ、水を入れて煮

立てます

②ボウルにもち米粉を入れ、①を加減しな

がら加え、耳たぶくらいのやわらかさに

よくこね、ぬれふきんをかけて15分くら

いおきます

③生地を好みの形にまるめ、上にむきくる

みやごまをのせ、軽く押さえます

④熱くした蒸し器に入れ、10～15分くらい

蒸してでき上がりです

きりせんしょ
～もち米粉を使った郷土のおやつ～

蒸し器にクッキングシートを敷くとくっつきにくくなります

２４

─世帯数と人口を教えてください。
世帯数は34世帯、人口は102人です。（11月末現在）
―行政区の範囲は
岩手県と西和賀町の西の玄関口として、秋田県境の巣郷温泉
地区から野々宿地区まで、60地割から63地割までの範囲です。
―野々宿区の見どころは
野々宿区は「沢内年代記（巣郷本）」が記された地です。昭

和42年に黒鉱のボーリングで発見された巣郷温泉は、よく効く
温泉として、また県境の温泉として秋田県からのお客さんも多
いです。昔から秋田県との交流の多い地区
です。
県境の巣郷（石橋の観音様を通って）か

ら野々宿を通っての「黄金の道」秀衡街道
は陸奥・出羽両国交流の道でもありました。
今年初めて秀衡街道の草刈をし、古道が再
び甦り、秋田県側と繋がりました。秀衡街
道を通った「金」は、平泉の中尊寺金色堂
にも使われたと言われています。
今年から、野々宿・越中畑・白木野の

「新田郷３地区」が連携して国道１０７号沿
いの草刈を行いました。今年４月からは自

主防災組織も立ち上げ、８
月にＡＥＤ操作を含む救命
救急、消火器・消火栓から
の放水訓練を行っています。
また、新しい企画として

岩手県・秋田県境交流の一
環で「いわて・あきた県境
国取り合戦」も行われ、大
好評でしたね。

行�政�区�紹�介�

野々宿区 お話を聞きました：
行政区長　菅　原　　　彰さん

４

10月に行われた「国取り合戦」



お悔やみ申し上げます�

・73・11月20日・川　尻�

・88・11月22日・前　郷�

・89・12月 2日・川　尻�

・105・12月 2日・泉　沢�

・83・12月 3日・川　尻�

・85・12月 9日・若　畑�

・99・12月14日・長瀬野�

・82・12月14日・太　田�

大　堰　琉　斐�

三　浦　斗　真�

武　田　かんな�
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・男・雅也・猿　橋　�
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・女・勝憲・湯　川�
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北上・花巻保健所を統合
県では、平成22年４月から花

巻・北上の総合支局の統合にあ
わせ、花巻保健所と北上保健所
を統合して、花巻地区合同庁舎
に岩手県中部保健所・保健福祉
環境センターを設置することに
しています。
現在北上保健所がある北上地

区合同庁舎にも職員を配置し、
引き続き各種相談や援助などを
行う窓口機能を設置するほか、
新たに生活保護業務を行うなど
管内の住民への利便性確保に努
めます。
【北上地区合同庁舎で行う主な業務】
保健部門／難病治療に係る申請
受付、育成医療給付・小児慢性
特定疾患医療給付に係る申請受
付、管理栄養士・医師・看護師
などの免許に係る申請受付、精
神保健に関する相談など
福祉部門／福祉に関する相談対
応（生活相談・手話通訳など）、
家庭児童相談対応、母子寡婦福
祉資金の貸付、ＤＶ相談などの
対応
環境衛生部門／飲料水などの依
頼検査受付、犬・ねこの引取
り・返還・譲渡
問合先／岩手県北上保健所管理
福祉課 65-2732

いわて就職ガイダンス
県と財団法人ふるさといわて

定住財団では、下記の日程で
「いわて就職ガイダンス」を行
います。参加は無料で予約は不
要です。
日時／平成22年１月28日（木）
13:00～17:00
会場／岩手産業文化センター
「アピオ」（滝沢村）
対象／平成23年３月卒業予定の
学生（大学院、大学、短大、高
専、専門・専修学生）
参加企業／県内に事業所を有す
る企業約100社

内容／参加企業からの会社説
明、各種職業相談・情報提供、
カウンセリング、適職診断など
問合先／財団法人ふるさといわ
て定住財団 019-653-8976

消費生活展で
消費者力を高めよう

県では、消費者力を高め、私
たちの暮らしを確かめる「消費
生活展」を行います。
日時／平成22年１月15日（金）
13:00～　16日（土）10:30～
会場／アイーナ県民情報交流セ
ンター（盛岡駅西側）
内容／（15日）消費生活用製品
（事故製品）展示
（16日）おもちゃ病院・消費生
活用製品（事故製品）ビデオ上
映・山上紀美子さん（社団法人
全国消費生活相談協会理事長）
基調講演・消費者啓発のための
パネルディスカッションなど
問合先／岩手県立県民生活セン
ター 019-624-2586

最低賃金の改正
岩手県最低賃金が、10月４日

から時間額631円に改正されま
した。また５つの産業の産業別
最低賃金が12月30日（各種商品
小売業は平成22年３月１日）か
ら改正されます。

問合先／岩手労働局労働基準部
賃金室 019-604-3008

１８

住民の動き

区分

件数

火災出場件数

0件
（5件）

損　害　額

調査中
(18,674千円)

区分

件数

搬送
人員

0件
（12件）
0人

（16人）

12件
（144件）
10人

（138人）

11件
（113件）
11人

（113人）

23件
（269件）
21人

（267人）

救急出場件数

交通 急病 その他
合計

（ ）は1月からの累計

■救急

■火災

戸　籍　の　窓 （敬称略）

項　目
転　入
転　出
出　生
死　亡
人　口
男
女
世帯数

3
11
0
8

7,043
3,292
3,751
2,491

実　数
－6
＋3
－0
－4
－16
－6
－10
－4

前月との比較

（11月末現在）

※掲載を希望しない事も出来ます。届け出の際に
お申し付けください。

火災・救急の状況

11月16日～12月15日受付分

（11月分）

交通事故の状況 （11月分）

物損
実数
累計

7
（110）

0
（12）

0
（6）

0
（0）

0
（1）

負傷 人身 死亡 飲酒

（ ）は1月からの累計
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年末年始の役場業務
【両庁舎】

湯田庁舎、沢内庁舎とも12月
29日（火）から1月3日（日）ま
で閉庁します。ただしこの期間
でも、両庁舎には日直・宿直が
いますので緊急時の連絡はそれ
ぞれの代表番号にお願いします。
湯田庁舎 82-2111
沢内庁舎 85-2111

【沢内病院】
12月29日（火）から1月3日

（日）までは全科休診ですが、医
師1人体制を確保し急患に対応
します。通常診療は4日（月）
からです。1月最初の土曜診療
は9日（土）の予定です。※１月
の診療予定の詳細は15ページ

【窓口業務】
閉庁期間は、住民票や税金な

どの各種証明書の発行業務は行
いません。ただしこの期間でも
婚姻・出生・死亡などの戸籍関
係の届出は受付します。
問合先／町民課 85-2111

税務会計課 82-3282
【除　雪】

降雪状況に応じて、年末年始
も出動します。
問合先／建設課　 82-3288

【患者輸送バス】
患者輸送バスは、12月29日

（火）～1月3日（日）まで運休
します。
問合先／保健福祉課 85-3412

【ごみの収集】
12月30日(水)から1月3日

(日)まで、町のごみ収集を休み
ます。また、1月のごみ収集日
は、祝日などの関係で通常の収
集日と異なる場合があるので、
各家庭に配布してある西和賀町
ごみ収集カレンダーで確認して
ください。なお、各地域におけ
る今年最後の収集日と来年最初
の収集日は、次のとおりです。

〈12月最後の収集日－燃やすごみ〉
・湯本方面・貝沢方面

12月28日(月)
・川尻方面・大野方面

12月29日(火)
〈1月最初の収集日－燃やすごみ〉
・湯本方面・貝沢方面

1月4日(月)
・川尻方面・大野方面

1月5日(火)
【町営温泉施設などは15ページ】

若年者の就職を支援
「西和賀町若年者ふるさと就

職支援事業制度」は、若年者
（町内に住所を有する満15歳以
上25歳未満）が町内の事業所に
就職した場合、定住するための
費用や若年者を雇用した事業主
が支払う賃金などに対し、それ
ぞれに６か月間（ひと月あたり
若年者１万円、事業主２万円）
交付金を助成することで、若年
者の町内定住と事業所への定着
を支援する事業制度です。この
制度に該当すると思われる事業
所はご相談ください。
また「西和賀町無料職業紹介

所」を設置し、求人・求職の紹
介、あっせんを行っております
のでご利用ください。
問合先／観光商工課 82-3290

子どもの事故にご注意を
降雪期を迎えました。子ども

たちが用水路や川、がけのそば
等危険な場所へ近づかないよう
地域で見守りましょう。特に通
学路にある流雪溝は雪の投入口
が開放されたままになっている
ことがあります。視界の悪い日
などはたいへん危険ですので、
十分ご注意ください。
また、冬休み中の子どもの行

動に注意を払い、大人からあい
さつなど温かい言葉をかけ、地
域で子どもを守り、支えていき
ましょう。

問合先／西和賀町青少年問題協
議会（教育委員会生涯学習課
内） 82-2045

特産品加工コンクール
作品募集

北上地方農林業振興協議会で
は、次のとおり平成21年度地域
特産品加工料理コンクールの出
品作品を募集します。
募集内容／「加工品部門」「わ
らび料理部門」
出品条件／①「加工品部門」は、
加工・販売に意欲的な人や取り
組んでいる人で、地元の農産物
や地域資源を使った食品②「わ
らび料理部門」は、レシピの公
開またはわらびの販売促進活動
に協力できる人
※両部門とも過去に受賞歴の

ある作品（同一作品）は除く
募集期間／平成22年１月４日
（月）～29日（金）
審査日・会場／平成22年２月中
旬・沢内バーデン
申込方法／募集期間中に電話連
絡、送付される出品用紙を提出
申込・問合先／農林課 85-3415
中央農業改良普及センター西和
賀普及サブセンター 82-3125

自衛隊生徒を募集
自衛隊では、次のとおり自衛

隊生徒を募集します。
応募資格／中卒（見込み含む）
17歳未満の者
受付期限／平成22年1月8日（金）
まで

【一次試験】
試験日／平成22年1月23日（土）
試験会場／なはんプラザ（花巻

市大通り）
問合先／自衛隊北上地域事務所
63-6736

役 場 か ら

１９

国や県から



地球環境にやさしい大豆インキを使用しています

国道107号の無地内地区と大石地区で大石川に架かる橋です。
昭和35年7月竣工。幅員およそ5.5メートル、延長およそ64.5メートル。
今もなお多くの交通を支えている大石橋は、現在架け替え工事が進められてい

ます。新しい橋は幅員およそ9.5メートル、延長およそ70メートル。平成23年度
の早い時期の開通をめざしています。

１１
月
号
か
ら
広
報
に
し
わ
が
の

編
集
委
員
に
な
り
、
編
集
会
議
の

終
わ
り
に
１２
月
号
の
編
集
後
記
は

あ
な
た
の
番
で
す
ネ
…
。
ド
キ
ッ

…
わ
た
し
が
…
た
ま
た
ま
順
番
が

こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
広
報
に
し
わ
が
の
編
集
委
員

と
し
て
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
気
を
引
き
締
め
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
春
、
農
業
関
係
と
福
祉

関
係
の
職
場
で
約
４２
年
間
勤
め
た

時
間
の
束
縛
か
ら
解
放
、
あ
れ
も

こ
れ
も
や
っ
て
み
た
い
、
自
由
時

間
は
い
っ
ぱ
い
な
の
に
、
あ
っ
と

い
う
ま
に
１２
月
。
今
年
は
私
に
と

っ
て
定
年
と
い
う
人
生
の
節
目
、

来
年
は
折
り
返
し
地
点
２
年
目
の

年
。
今
後
は
広
報
に
し
わ
が
を
通

し
て
み
な
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
地
域

に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
・
問
題

を
み
ん
な
で
発
見
し
て
考
え
、
話

し
合
う
機
会
の
絆
に
広
報
に
し
わ

が
が
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
政
権
交
代
が
流
行
語
大

賞
と
な
り
ま
し
た
。
西
和
賀
も
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
、
こ
の
町

に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

町
づ
く
り
に
、
微
力
で
す
が
協
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
来
年
も

佳
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

祈
っ
て
い
ま
す
。

広
報
編
集
委
員
　
菊
池
多
美
子

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
で
い

ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
や
延

期
に
な
り
、
今
月
は
表
紙
写
真
の

ネ
タ
が
少
な
く
選
ぶ
の
に
苦
労
し

ま
し
た
。

総
務
課
広
報
係
　
佐
々
木
　
真

て

に

を

は

十
二
十
二
�

大石橋（無地内・大石）

お お い し

大石地区・耳取地区の県道133号で錦秋湖に架かる、川尻地区と耳取、鷲之巣、
草井沢地区を結ぶ橋です。
平成4年9月竣工。幅員およそ6.5メートル、延長およそ362.5メートル。

利用者の声：高橋芳勝さん（耳取）
現在の橋は、秋田自動車道の工事車両が通る関係で架け替えされました。前の

橋より幅も広くなり、大きな車でもすれ違いが容易で便利になりました。橋の工
事に関連して道路のカーブなども改良され、冬季の除雪が楽になり、大変助かっ
ています。

天ヶ瀬橋（大石・耳取）

あま が せ

■
広
報
に
し
わ
が
　
平
成
２１
年
　
月
２５
日
発
行
　
岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町
・
　
　
０
１
９
７（
８２
）２
１
１
１
　
発
行
人
・
細
井
洋
行
　
　
編
集
人
・
広
報
に
し
わ
が
編
集
委
員
会
　
　
毎
月
２５
日
発
行
　
　
印
刷
（
有
）
平
鹿
印
刷
・
横
手�

１２�


